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〈
展
覧
会
報
告
〉 

第
十
二
回
北
九
州
地
区
書
道
教
員
展 

遠
賀
高
校 

宮
越 

純
子 

 

・
会 

期 
 

令
和
五
年
八
月
七
日
（
月
）
～
十
三
日
（
日
） 

 

・
会 

場 
 

北
九
州
市
立
美
術
館
黒
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

・
出
品
者 

 

二
十
六
名
（
賛
助
：
十
二
名
、
会
員
：
十
四
名
） 

 

・
出
品
数 

 

三
十
三
作
品 

 

令
和
五
年
八
月
、
第
十
二
回
北
九
州
地
区
書
道
教
員
展
を
五
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま

し
た
。
隔
年
開
催
で
あ
る
こ
と
、
更
に
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
前
回
の
開
催
か
ら
時
間
が

経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
初
め
て
参
加
す
る
方
や
満
を
持
し
て
出
品
し
て
く
だ
さ

っ
た
方
も
お
り
、
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
の
先
生
方
を
は
じ
め
、

多
数
の
賛
助
作
品
を
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
、
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

一
日
は
台
風
の
影
響
で
休
館
と
な
り
六
日
間
の
開
催
で
し
た
が
、
来
場
者
数
は
三

○
○
名
以
上
、
地
元
北
九
州
地
区
か
ら
も
多
数
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
年

代
も
幅
広
く
、
黒
崎
駅
に
隣
接
し
た
会
場
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
通
り
す
が
り
の
方

に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。 

 

作
品
は
創
作
が
多
く
、
大
作
品
か
ら
小
さ
め
の
作
品
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
、
個
性

豊
か
な
展
示
と
な
り
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
鑑
賞
会
を
実
施
し
、
Ｏ
Ｂ
の
先
生
方
に

講
評
や
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
い
た
だ
き
、
自
身
の
書
作
を
研
鑽
す
る
場
と
も
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
多
数
お
答
え
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
次
回
の
開
催
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
て

い
る
よ
う
で
、
会
員
内
で
も
共
有
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

次
回
開
催
は
、
令
和
七
年
度
に
な
り
ま
す
。
来
場
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
の

言
葉
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
第
十
三
回
開
催
時
に
も
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

         


